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Ớभᄀẩ᫅ࣀЯࠓఁᜊΏ

Ἱἷὓҧ࠮ἨἰỖ఍᫐ἸἨἰźźΏ
６年生は、11 月 17 日（火）から１泊２日で長崎修学旅行に行きました。新型コロナウイ

ルスの心配もある中での修学旅行でしたが、保護者の皆様のご協力もあり、無事に

充実した２日間を終えることができました。遅くなりましたが、ご報告申し上げます。 

初めての 11 月中旬の修学旅行でしたが、この２日間は天候にも恵まれ、また、季節外れの夏日となり、 

暑い中での旅行でした。子どもたちは１日目に原爆資料館や平和記念公園、永井隆記念館、浦上天主堂

など、２日目は長崎歴史文化博物館、出島、グラバー園、大浦天主堂を巡り、戦争と平和、歴史と文化に

ついて学んだ旅行となりました。たらっ子学習発表会で学んだ成果を発表します。 

 

 

 １年生から４年生もこの期間に、日帰りで修学旅行に行くことができました。それぞれに学びがあった

旅行でした。これも保護者の皆様のご理解、ご家庭のご協力のおかげです。ありがとうございました。 

学校HPもご覧ください 

上  左 原爆資料館での見学の様子  右 全校で祈りを込めて折った千羽鶴の奉納 
下  左 出島の散策  中 長崎歴史文化博物館で坂本龍馬と記念撮影  右 グラバー園でお買い物 



長崎修学旅行の感想として、先日のお昼の放送で紹介されていました６年生の作文を紹介します。 

１日目に行った如己堂と永井隆記念館での思いを書いていますね。 
 

思い出に残った修学旅行  ６年２組 松下 莉子さん 

 11 月 17 日、18 日に修学旅行に行きました。まず、びっくりしたことは、永井隆さんが昭和 23 年 3 月にはたたみ２畳

ほどの小さな家に一人で暮らしていたということです。昭和 21 年 11 月に病状が悪化した永井さんは布団の上で寝たき

りのまま原稿を書き続けていたことがとてもすごいと思いました。 

 そして、たくさんの人がお見舞いに来ては永井博士を元気づけましたが次第に病状は悪化し、昭和 26 年 5 月 1 日に

43 歳でその生涯を終えました。とてもすごい人だと分かったのでよかったです。 

 私が一番心に残ったことは、班の人たちと坂道をいっぱい歩いたり、いろいろな場所を見学したりして、いろいろなことを

知れて楽しかったことです。そして、最後のお買い物では、班のみんなといっぱいお店をまわり、いろいろな場所に行ってお

土産を買えてよかったです。 

 学習発表会に向けて、長崎に行って調べてきたことを上手に話せるといいです。 
 

ộभᄀẩւ࠼࢘ຟࠓᑹΏ

ඌἨἠẩࠓ᎟ậࠓभἿᎴἝ໿὏ἴἰỖ఍᫐ἸἨἰź 

６年生の修学旅行に先立って、11 月 12 日（木）から１泊２日で５年生は北山少年自然の家に宿泊学習に

行きました。こちらも天候に恵まれ、楽しく学年・学級の絆が深まった２日間でした。当初は、例年通りに

諌早少年自然の家に行く予定でしたが、コロナウイルス対応のことなども勘案して、距離は遠くなりま

したが、行先を北山に変更したところでした。 

松本教頭先生を団長に、充実した２日間の学習でした。北山ではグループごとにフィールドビンゴに

取り組み、丸太切り体験やドングリメモスタンドづくり、夜はキャンドルのつどいなど盛りだくさんの２日間

でした。 

 

ṛṛṘṛṠΏᮣඌԿậὨᾁᾇᾛᾭᾷᾍἿՠ၈ἰἲὣងԿἨ὏Ἠἰź 
多良小学校は、文化庁による「文化芸術による子ども育成

総合事業」（巡回公演事業）の実施校に選ばれ、11 月 16 日

（月）の午後から、演劇集団 遊玄社 の皆さんによる『音楽

劇・イソップランドの動物たち』を観劇しました。当日は、体育

館に作られた舞台で、録音された音楽やマイクなどは一切

使わずに、アフリカの楽器を使った生演奏と生の声で、すば

らしい演劇が繰り広げられました。最後は子どもたちから花

束を贈りました。 

フィールドビンゴの様子と丸太切り体験の様子 


